
この教材について

『英語の読み書きドリル』は，学習したことを試すための教材ではありません。本書に取り組む過程で，アルファベッ

ト，ヘボン式ローマ字，音とつづりの関係について学習し，身につけていくことを目的としています。

本書を指導することを通して，先生方にはアルファベット，ヘボン式ローマ字，音とつづりの関係について知り，英
語力やそれらを指導する力を養っていただきたいと思っています。この教師用指導書を参考に，発音のポイントにつ
いて知ったり，15分を効果的に活用するための時間配分をしたり，添削や評価のしかたについて工夫したりしましょ
う。

この教材の使い方

  机間指導をしっかり行い，まちがいやすい文字をチェックしたり，個人の書き方の癖を指導したりしましょう。
  答え合わせは○×をつけるにとどまらず，児童に深く理解させられるよう丁寧に指導しましょう。
  友達とチェックさせ合うときは，お互いに本を交換させ，気付いたことを伝え合わせたり，問題を出し合わせた
りすることで，児童に「みんなで楽しく学習し，スキルを身につける」という意識を持たせることが効果的です。
  ｢終わったらやろう」は，各大問で早く終わってしまった児童のための追加問題としてお使いください。

解答 ＆ 教師用指導書



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

a a b b c c d d e e f f

AA B B CC DD E E F F

この教材の活用方法を
説明する（指導書 p. 1 参照）1

大問 1をさせる3

A/aから F/fまでの
発音を確認する2

「終わったらやろう」の
使い方を説明する（p. 1 参照）4

友達とチェックさせ合う5

早く終わった児童には Aから F，aから
fを練習させ，担任は支援の必要な児童
をフォローする。

残り3分になったら，近くの友達と本を
交換させ，お互いにチェックさせ合う。

A :「エー」ではなく「エイ」。
F :「フ」は下唇を軽く噛んで息を出す。
少し長めに音を出して練習させる。

⑴1文字ずつ書き順を教え，1つなぞり，
2つ自分で書かせたら，次の文字に
進む。

⑵ 小文字はより丁寧に指導する。

 b : 大文字の Bの上の部分
 　　が消えた形。
 d : aの背が高い形。
⑶ 机間指導をしながら，書く位置・書
き順をチェックする。

指導
の手順

アルファベットは，上から下（↓），
左から右（→）に書くのが基本です。

4線とぶつかるところまで，しっか
り大きく書きましょう。

C fC f

E
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A/aから F/fのアルファベットを正しく書けるようになろう。書き順と書く位置に気をつけよう。
あいさつ・
この教材の使い方

3 分

大問1（・2） 9 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

g g h h i i j j k k l l

GG H H I I J J K K L L

a a b b c c d d e e f f

AA B B CC DD E E F F

G/gから L/lのアルファベットを正しく書けるようになろう。書き順と書く位置に気をつけよう。

この教材の使い方を
再確認する1

大問 1をさせる3

G/gから L/lまでの
発音を確認する2

文字の形を比べさせる4

友達とチェックさせ合う5

印刷される文字にはいろいろな形がある
こと，勉強するときは，学校で習う文字
（ブロック体）を書くことを話す。

残り3分になったら，近くの友達と本を
交換させ，お互いにチェックさせ合う。
（進んでいる児童は大問2も）

J :「ジェー」ではなく「ジェイ」。
K :「ケー」ではなく「ケイ」。

アルファベットはタテ（↓）から書き始め，
ヨコ（→）があとになることを再確認する。

1文字ずつ書き順を教え，1つなぞり，
2つ自分で書かせたら，次の文字に進む。
小文字はより丁寧に指導する。

h : 大文字の Hの上の部分
　　が消えた形。
g : 一番下の線までしっかり伸ばす。
j : 　　　　〃

指導
の手順

4 線とぶつかるところまで，しっか
り大きく書きましょう。

友達のために，お手本と合っているか
よく見てマルをつけてあげましょう。

g j kg j

H
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あいさつ・
この教材の使い方

3 分

大問1（・2） 9 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

mm n n o o p p q q r r s s

MM NN OO P P QQ R R S S

M/mから S/sのアルファベットを正しく書けるようになろう。書き順と書く位置に気をつけよう。

M/mから S/sまでの
発音を確認する1

「まちがいやすいから注意
しよう」を確認する3

大問 1をさせる2

友達とチェックさせ合う4
残り3分になったら，近くの友達と本を
交換させ，チェックさせ合う。

「まちがいやすいから注意しよう」にあ
る文字を黒板に書いて，ちがいを明確に
する。

1文字ずつ書き順を教え，1つなぞり，
2つ自分で書かせたら，次の文字に進む。

小文字はより丁寧に指導する。フキダシ
の内容を1つずつ確認して，児童にきち
んと覚えさせる。

M : 語尾をはっきり発音させる。
N :　　　　〃
O :「オー」ではなく「オウ」。

指導
の手順

自分の書いた文字をよく見直して，
正しく覚えましょう。

Oは下からではなく，上から書き始
めましょう。Rは 2画で書かないよ
うに気をつけましょう。

あいさつ・今回のめあて 3 分

大問1（・2） 9 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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M p q

OO RP

友達のために，お手本と合っているか
よく見てマルをつけてあげましょう。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

t t u u v v w w x x y y z z

T T UU VV WW XX Y Y ZZ

mm n n o o p p q q r r s s

MM NN OO P P QQ R R S S

T/tから Z/zのアルファベットを正しく書けるようになろう。書き順と書く位置に気をつけよう。

T/tから Z/zまでの
発音を確認する1

「大文字と小文字をきちん
と書こう」を確認する3

大問 1をさせる2

友達とチェックさせ合う4
残り3分になったら，近くの友達と本を
交換させ，チェックさせ合う。

大文字と小文字で形がほとんど同じもの
は特に，はっきりと書き分けるように注
意させる。

1文字ずつ書き順を教え，1つなぞり，
2つ自分で書かせたら，次の文字に進む。

V :「ヴィー」。下唇を軽く噛んで息と
声を出す。

Z :「ズィー」。上下の歯の隙間から息
と声を出す。「s」の音の有声音。「g」
（「ジー」）との音のちがいに気付かせ
る。「g」は，舌の先を上の歯茎に付
けて離すときに声を出す。

指導
の手順

見た人が読みやすい，
きれいなアルファベットを書くため
に，書き順に気を付けましょう。

Vは，一筆で書くと大文字の場合は
U，小文字の場合は rに似た形になっ
てしまいやすいため，2画に分けて
しっかり書きましょう。

あいさつ・今回のめあて 3 分

大問1（・2） 9 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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友達のために，お手本と合っているか
よく見てマルをつけてあげましょう。

W
1 32 4

V
1 2



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

Aa Bb Cc Dd Ee

Ff Gg Hh Ii Jj

Kk Ll Mm Nn Oo

Pp Qq Rr Ss Tt Uu

Vv Ww Xx Yy Zz

注意点を確認しながら，書き順と書く位置に気をつけて，アルファベットを正しく書けるようになろう。

A/zから Z/zまでの
発音を確認する1

Alphabet 1から 5まで
のまとめをする4

ABC SONG　 を
歌ってもよい★

友達とチェックさせ合う3

大問 1をさせる2

残り5分になったら，近くの友達と本を
交換させ，チェックさせ合う。

A/aから Z/zまで丁寧に書かせる。机
間指導をしながら，書く位置・書き順を
チェックする。

フキダシの内容を確認しながら，A/aか
ら Z/zまでゆっくり発音する。

指導
の手順

次からは応用になるので，A/aから
Z/zの大文字・小文字はしっかり覚
えておきましょうね。

丁寧にマルつけをして，友達がまち
がったところや気付いた癖などを伝
えてあげましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 8 分

友達とチェック 4 分

まとめ 1 分
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TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

Ee

Oo

acemnorsuvwxz
acemnorsuvwxzacemnorsuvwxz

bdfhkl bdfhkl bdfhkl

gpqy gpqy gpqy

it it it it

j j j j

Aa Bb Cc Dd Ee

Ff Gg Hh Ii Jj

Kk Ll Mm Nn Oo

Pp Qq Rr Ss Tt Uu

Vv Ww Xx Yy Zz

アルファベットの小文字の「高さのちがい」を理解し，正しい位置に書けるようになろう。

大問 1をさせる1
⑴ アルファベットには「高さのちがう文
字」があることに気付かせ，それぞれ
を理解させる。

⑵ 高さに気をつけて，丁寧にきれいに
書かせる。

⑶ 机間指導をしながら，雑に書いてい
る児童，癖のある文字を書いている
児童に，しっかり丁寧に書くよう指
導する。

⑷ を 1回書いたら，次に ～ まで
進めさせる。

⑸ きちんと書けているか，丸付けをし
ながら確認する。

⑹ 確認できたら残りを練習させる。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 12 分

まとめ 1 分
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ABC SONG　 を
歌ってもよい★

a m gwu

a m u w g q



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

2
11 2 2

3 4 3

B E F H L M N

b d f g h j k m n

b f h g j

A E D N K

A/a から N/nまでの大文字と小文字を識別できるようになろう。

A/aから N/nまでの
発音を確認する1

答え合わせをする3

大問 1をさせる2

大問 2と 3をさせる4

友達とチェックさせ合う5
残り3分になったら，近くの友達と本を
交換させ，お互いにチェックさせ合う。

A :「エー」ではなく「エイ」。
F :下唇を軽く噛んで出す音を確認する。
L : 舌を上の前歯の裏につける。

E : 書き順を思い出させる。
M :　　　　〃
N :　　　　〃

b : 大文字の「B」と同じ向き。
d : 小文字の「a」の背が高いもの。
f : 線に合わせて書けているかチェック
してまわる。

g :　　　　〃

黒板に引いた4線（または1線）の上に，
正しい書き順でお手本を書いていく。

指導
の手順

友達のために，しっかり丁寧にチェッ
クしてあげましょう。気付いたこと
は書きとめてあげましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 4 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2・3（・4） 4 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

s v p w u

R Q Y T Z

Q R U W Y

p q r t w y

 Bb  Dd  Ff

Gg   Kk  Mm Nn 

Qq Rr  Uu  Ww  Yy 

B E F H L M N

b d f g h j k m n

b f h g j

A E D N K

O/o から Z/zまでの大文字と小文字を識別できるようになろう。
あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 4 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2・3・4 4 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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O/oから Z/zまでの
発音を確認する1

答え合わせをする3

大問 1をさせる2

大問 2・3・4をさせる4

友達とチェックさせ合う5
残り3分になったら，近くの友達と本を
交換させ，お互いにチェックさせ合う。

O :「オー」ではなく「オウ」。
V : Bとのちがいに気付かせる。Bは
破裂音（口を閉じて息をとめたあと，
その閉鎖を破って出す音）。Vは摩
擦音（下唇を軽く噛んで出す音）。

Z : Gとのちがいに気付かせる。

★ABC SONG　 を歌ってもよい。

V，Wの書き順に注意する。

黒板に引いた4線（または1線）の上に，
正しい書き順でお手本を書いていく。

指導
の手順

友達のために，しっかり丁寧にチェッ
クしてあげましょう。気付いたこと
は書きとめてあげましょう。

p q r p q rまたは

W
1 32 4

V
1 2



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

H
k

M
j

e
B

d
Z

R
p

F
g

アルファベットの音を聞いて，何のアルファベットかわかるようになろう。

ABC SONGを歌い，
全アルファベットの音を
確認する

1

大問 2を出題する3

大問 1を出題する2

時間があれば
大問 3を出題する4

指導書の解答部分を見ながら行う。

⑴ 指導書の解答部分を見ながら行う。

⑵ 大文字 ～ の出題，答え合わせが終
わったら，小文字 ～ を行う。

⑴ やり方を説明する。
⑵ 指導書の解答部分の通りにアルファ
ベットを読み，出題していく。

⑶ B/V，D/T，m/nなど，まぎらわしい
音に注意させる。

指導
の手順

Number one.  O [óu].  O [óu].
                           5 秒     5 秒
Number two.  K [kéi].  K [kéi].
                            5 秒      5 秒

Number one.  大文字のH.

Number two.  大文字のM.

Number three.  小文字の e.

“What alphabet?” --- “B.”

“What alphabet?” --- “K.”

のように黒板に書いていく。児童に
1文字ずつ黒板に書かせてもよい。

あいさつ・今回のめあて 2 分

ABC SONG・
アルファベットの確認 2 分

大問1・先生と答え合わせ 4 分

大問2・先生と答え合わせ 6 分

まとめ 1 分
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出題のしかた

出題のしかた

O A B

O A B K

答え合わせのしかた



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

B k
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E

［記入例］ ［記入例］

H
k

M
j

e
B

d
Z

R
p

F
g

大文字と小文字を使ってビンゴゲームを楽しもう。アルファベットを書いたり読んだりできるようになった
と実感しよう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・先生と答え合わせ 3 分

大問2 9 分

まとめ 1 分
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大問 1をさせる1

大問 2をさせる2
⑴ 1 回戦のビンゴカードに，左にある
大文字をランダムに書き込ませる。

⑵ の要領で，教室内を歩き回りなが
ら友達と楽しませる。

⑶ 3 分程度で 1回戦を終了し，席に着
かせる。全部で何方向にそろったか
を確認し，一番多かった児童がチャ
ンピオンとなる。

⑷ 残り時間によって 2回戦を行う。で
きなかった場合は，次回以降で時間
の余ったときに行うとよい。

指導
の手順

のように黒板に書いていく。児童に
1文字ずつ黒板に書かせてもよい。

 A     H
  a      h  

答え合わせのしかた

How many Bingos did you get?  

One?  Good!

Two? Good Job!

Three?  Wow!  Great!

Four?  You’re the champion!!



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

ant pig

hatpen

monkey basketball

eggplanttelevision

six

lion

小文字を正しい位置に書くことができるか確認しよう。

大問 1を書かせる1

大問 2をさせる2

友達とチェックさせ合う3

， ， を3分程度で行わせる。

近くの友達と本を交換させ，お互いに
チェックさせ合う。

⑴ ～ の単語を確認する。
⑵ 4 線の正しい位置にきれいに書き写
すことを確認してから始めさせる。

⑶ 机間指導をしながら児童のまちがい
を正す。

⑷ 5 分経ったら本を友達と交換させ，
担任が黒板に書く文字をしっかり
チェックさせる。

指導
の手順

の pや gは一番下の線まで伸びて
いますか？ の hのタテ棒はきちん
と一番上から書けていますか？ nの
ようになっていませんか？ 

友達のためによく見てチェックしま
しょう。気付いたことは一言
書いてあげましょう。

pig hat

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・3） 5 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2（・3） 3 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

ant pig

hatpen

monkey basketball

eggplanttelevision

six

lion

単語探しゲームに挑戦しながら，アルファベットの形に慣れよう。 あいさつ・今回のめあて 2 分

～ 4 分

先生と答え合わせ 1 分

～ 5 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分
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やり方を説明する1

から までの単語を
それぞれ探させる3

友達とチェックさせ合う4

から までの単語を
それぞれ探させる2

例を使ってやり方を説明する。また，見
つけた単語の意味を確認する。
bat：コウモリ，（野球の）バット
can：缶，～できる
ant：アリ

なるべく友達と教え合わずにやるよう励
ます。

黒板にパズルを書き写して，みんなで
答え合わせをする。児童を前に出し，　　　　

で囲ませてもよい。

5分程度で行わせる。

近くの友達と本を交換させ，お互いに
チェックさせ合う。

指導
の手順

できた人は，見つけた単語をどう読
むか，考えてみてくださいね。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

L

N

A

K

V

R

M

L

D

M

G

H

B

F

Q

J

先生や友達が言うアルファベットの音を聞いて，正しいアルファベットが書けるようになろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　相手に伝わるアルファベットの発音ができているか確認しよう。

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2

大問 4をさせる4
同じ要領で，お互いに問題を出させる。

⑴ 指導書の解答部分に書かれているア
ルファベットを順に読み上げ，児童
に大文字を書かせ，ペアになる小文
字と線で結ばせる。

⑵ ～ が終わったら，答え合わせを
する。

⑶ ～ も同様に行う。

友達とお互いに1つずつ問題を出し合う
よう指示する。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

ABC SONG 1 分

大問2・先生と答え合わせ 5 分

大問3・4
・友達とチェック

6 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

ABC SONG　 を歌う1

Number one.  L [él].  L [él].

Write the letter and draw a line

to the small letter.  OK?

                        数秒
Now, number two.  A [éi].  A [éi].

例えば，問題を出すほうの人が
“Number one. N. N.”と言ったら，
出されたほうの人も出したほうの人
も， の解答欄に大文字で Nと書き，
小文字の nと線で結びましょう。
までできたらお互いにチェックし合
いましょう。

出題のしかた

“Number one.  What alphabet?”
とたずね，黒板に大文字を書く。そ
の下に小文字を書き，正しく線で結
べているかを確認させる。

答え合わせのしかた

指示の出しかた



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

a

l

p

t

h

m

b

k

q

w

s

n

o

f

d

g

L

N

A

K

V

R

M

L

D

M

G

H

B

F

Q

J

先生や友達が言うアルファベットの音を聞いて，正しいアルファベットが書けるようになろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　相手に伝わるアルファベットの発音ができているか確認しよう。

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2

大問 4をさせる4
同じ要領で，お互いに問題を出させる。

⑴ 指導書の解答部分に書かれているア
ルファベットを順に読み上げ，児童
に小文字を書かせ，ペアになる大文
字と線で結ばせる。

⑵ ～ が終わったら，答え合わせを
する。

⑶ ～ も同様に行う。

友達とお互いに1つずつ問題を出し合う
よう指示する。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

ABC SONG 1 分

大問2・先生と答え合わせ 5 分

大問3・4
・友達とチェック

6 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

ABC SONG　 を歌う1

Number one.  a [éi].  a [éi].

Write the letter and draw a line

to the capital letter.  OK?

                          数秒
Now, number two.  p [píː].  p [píː].

例えば，問題を出すほうの人が
“Number one. u. u.”と言ったら，
出されたほうの人も出したほうの人
も，1の解答欄に小文字で uと書き，
大文字の Uと線で結びましょう。8
まで出来たらお互いにチェックし合
いましょう。

出題のしかた

指示の出しかた

“Number one.  What alphabet?”
とたずね，黒板に小文字を書く。そ
の下に大文字を書き，正しく線で結
べているかを確認させる。

答え合わせのしかた



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

［記入例］

Kk
Oo
Zz
Ii
RrPp

Hh
Bb
Nn
Ff
Ss

Uu
Vv
Ee
Yy
Ww

Jj
Qq
Mm
Cc
Ll

Dd
Tt
Gg
Xx
Aa

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii

Jj Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr

Ss Tt Uu Vv Ww Xx Yy Zz

アルファベットビンゴゲームをして楽しもう。アルファベットを書いたり言ったりできるように
なったと実感しよう。

大問 1をさせる1
 ビンゴカードを準備させる。
⑴ ビンゴカードに，適当なアルファベッ
トを選んで書き込ませる。

⑵ カードの枠数が25であるのに対して
アルファベットは 26 あるため，使
わなかったペアが 1つ出てくる。そ
れを選択肢の下にある枠の中に書く
よう指示する。

⑶ ビンゴカードの準備ができた児童に
は，「終わったらやろう」に取り組み
ながら待っているよう指示する。

 ビンゴゲームをさせる。
⑴ 児童に，教室内を歩き回りながら友
達とビンゴゲームをするよう指示す
る。

⑵ 時間がきたら着席させる。
⑶ クラスに向かって，全部で何方向に
そろったかをたずね，一番多かった
児童がチャンピオンとなる。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 12 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

1 つの枠の中に，大文字と小文字の
両方を書きましょう。

d
c B

Aa Dd
Cc Bb

A

How many Bingos did you get?  

One?  Good!

Two? Good Job!

Three?  Wow!  Great!

Four?  You’re the champion!!



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

FOX

STAR

COW

BOOK

TEN

MILK

SUN

POT

ANT

PENCIL

HELICOPTER

CYCLING

［記入例］

Kk
Oo
Zz
Ii
RrPp

Hh
Bb
Nn
Ff
Ss

Uu
Vv
Ee
Yy
Ww

Jj
Qq
Mm
Cc
Ll

Dd
Tt
Gg
Xx
Aa

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii

Jj Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr

Ss Tt Uu Vv Ww Xx Yy Zz

大文字と小文字を自由に使いこなせるか確認しよう。 あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 9 分

友達とチェック 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

今回のめあてを確認する1

大問 1をさせる2

今回からは，大文字と小文字を自由に使
いこなせるようにする練習に入る，とい
うことを確認する。

⑴ ～ の単語の意味を確認する。
⑵ ～ までまとめて書かせてから答
え合わせをするか，途中で止めなが
らするかは，児童の様子によって判
断する。

⑶ 机間指導をしながら，書く位置・書
き順をチェックしてまわる。

【特にまちがいやすい文字】

⑷ 友達と本を交換させ，お互いにチェッ
クさせ合う。

指導
の手順

どうしてもわからなければ，巻末の
アルファベット表を見ても構いませ
んが，力をつけるためにはできるだ
け見ないようにしましょう。丁寧に
書くよう心がけてね。

友達の書いた文字をしっかりチェッ
クしてあげましょう。まちがいや癖
があるときは，コメントを書いてあ
げると親切ですね。

IPPUU



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

zoo

pizza

eraser

music

onion

horse

king

rain

flower

a   b   c   d   e   f   g   h   i   j   k   l   m

n   o   p   q   r   s   t   u   v   w   x   y   z

大文字と小文字を自由に使いこなせるか確認しよう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2
⑴ ～ の単語の意味を確認する。
⑵ ～ までまとめて書かせてから答
え合わせをするか，途中で止めなが
らするかは，児童の様子によって判
断する。

⑶ 机間指導をしながら，書く位置・書
き順をチェックしてまわる。

【特にまちがいやすい文字】

⑷ 友達と本を交換させ，お互いにチェッ
クさせ合う。

フキダシの内容をよく確認しながら書く
よう指示する。

指導
の手順

小文字は，大文字とちがって文字に
よって書く位置がちがうので，ゆっ
くり丁寧にマルつけをしてあげま
しょう。気付いたことがあれば，コ
メントを書いてあげましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 3 分

大問2（・3） 7 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

i gg p p

f h



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

DOG

net

HAT

math

JAM

bed

Y N B r
K Q g l

PINEAPPLE

dragonfly

monster

SCHOOL

rainbow

KOALA

H

zoo

pizza

eraser

music

onion

horse

king

rain

flower

a   b   c   d   e   f   g   h   i   j   k   l   m

n   o   p   q   r   s   t   u   v   w   x   y   z

大文字と小文字を自由に使いこなせるか確認しよう。 あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2・3） 8 分

友達とチェック 4 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1をさせる1
指導
の手順

⑴ ～ の単語の意味を確認する。
⑵ ～ までまとめて書かせてから答
え合わせをするか，途中で止めなが
らするかは，児童の様子によって判
断する。

⑶ 机間指導をしながら，書く位置・書
き順をチェックしてまわる。

【特にまちがいやすい文字】

⑷ 友達と本を交換させ，お互いにチェッ
クさせ合う。

あわてずにゆっくり考えて，きれい
に書くよう心がけましょう。

lPP

bragonfly

dragonfly

JJ M



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

dog
koala
lion
pig
cow
bird

単語探しゲームに挑戦しながら，アルファベットを使いこなそう。

大問 1・2をさせる1

大問 3をさせる2

⑴ それぞれの単語の意味を確認する。
⑵ 指示文にしたがって解かせる。
⑶ 6 分経ったら，友達と本を交換させ，
お互いにチェックさせ合う。

⑴ 3 つの単語を，好きな場所に小文字
で埋めさせる。

⑵ 残ったマスに，任意のアルファベッ
トを小文字で入れて完成させる。

⑶ 友達と本を交換させて解かせる。

指導
の手順

うまく見つけられたかな？ まだ見つ
からないときは，友達にヒントをも
らってごらん。

タテ，ヨコ，ナナメのどの向きに書
いても構いません
が，単語が途中で
曲がったり，右か
ら左に書いたりは
しないようにしま
しょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・2 6 分

友達とチェック 2 分

大問3 4 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

p d

e n e

s

k o o b



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

a   b   c   d   e   f   g   h   i   j   k   l   m

A  B   C  D  E   F   G  H  I   J   K  L  M

n   o   p   q   r   s   t   u   v   w   x   y   z

N  O  P  Q   R  S   T   U  V  W  X  Y   Z

W

n

X

D

b

h

M

f

N

F

g

a

L

q

G

V

d

m

R

e

Y

dog
koala
lion
pig
cow
bird

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・友達とチェック 4 分

大問2 3 分

大問3・先生と答え合わせ 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1をさせる1

大問 3を出題する3

大問 2を
児童と一緒に確認する2

⑴ 大文字と小文字を丁寧に書かせる。
⑵ 友達とお互いにチェックさせ，気付
いたところを伝え合わせる。

まちがいやすい文字を， ～ まで一つ
ずつ確認していく。
 書き始めの向きがすべて同じだとい
うことに気付かせる。

 曖昧に書いた文字を黒板に示し，「こ
れでは，どのアルファベットを書い
たつもりなのかわかりませんね」と言
いながら注意を促す。
 特にいい加減に書いてしまいがちな
文字なので，よく注意させる。

⑴ 指導書の解答部分に書かれているア
ルファベットを順に読み上げる。

⑵ 3段目を出題する際は，「大文字の X」
「小文字の h」のように伝える。
⑶ 答え合わせをする。児童を前に出し
て黒板に書かせてもよい。

指導
の手順

今日でアルファベットの学習は終わ
りです。しっかり復習しましょう。

a  d  g  q

これまでに習ったアルファベットの注意事項を思い出しながら，きれいにアルファベットが書けるように
なったことを確認しよう。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

ローマ字とは何のためにあるか，ヘボン式ローマ字を書くときのルールは何かを知ろう。

ヘボン式ローマ字に
ついて説明する1

「名前の書き方」（ヘボン式）
を説明する3

「ローマ字を書くときの
ルール」を説明する2

⑴ 　　　　の囲みの内容を説明する。
⑵ 例として「土田」という姓を黒板に書
き，具体的に理解させる。

⑶ 赤ペンやマーカーで，ヘボン式で変
わるローマ字に印をつけさせる。

　 （表の中の，色が薄くなっている文字）

⑴ 児童に，自分自身の名前に訓令式の
ときとはちがう表記法をすべき文字
が含まれているか，確認させる。

⑵ 例にある 3人の名前を使って，書き
方を理解させる。

指導
の手順

国語で習った書き方で書くと
「Tutida」になりますが，外国人がこ
れを読むと「トゥティダ」になってし
まいます。「ツ」の音には「s」の音が
隠れていますよね。だから「tsu」と
なります。

「ゆか」も「ゆうか」も，ローマ字で書
くと「Yuka」になります。自分の名
前の正確な読み方を相手に伝えたい
ときは，Please call me “Yu-u-ka.”
と言うといいですよ。

あいさつ・今回のめあて 2 分

ローマ字についての説明 12 分

まとめ 1 分
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15

訓令式でも「du」ではなく「zu」と示されている場合が多いため，ここでは色を薄くしていません。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

shi

cha

shi

cha

chi

chu

tsu

cho

fu

ja

ji

ju

ji

jo

sha shu
chi

chu

tsu

cho

fu

ja

ji

ju

ji

jo

sha shu sho
sho

Tokyo

sushi

Yokohama

chawan

Kokkai-gijido

tempura

Fussa

natto

ヘボン式ローマ字を正しく書けるようになろう。 あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 5 分

大問2・先生と答え合わせ 7 分

まとめ 1 分

0

5
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15

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2

⑴ 左ページのローマ字表を見ながら，
ヘボン式ローマ字を復習する。

⑵ 訓令式とヘボン式で異なる表記をす
る文字を確かめながら，2回ずつ書
いて練習させる。

⑴ 英文の中で日本の食べ物や文化を表
すときはローマ字を使う，というこ
とを説明する。

⑵ 「ん」は「n」で表すが，「tempura（天
ぷら）」のように，bや pやmの前の
「ん」はmで表す，ということを確認
する。

 【理由】
bや pやmは，発声の直前に唇を
閉じなければ出せない音（→ p. 29，
p. 30 参照）。一方，n（→ p. 30 参照）
は唇を開いた状態で発声する音であ
るため，「tenpura」より「tempura」
と文字を綴るほうが，すぐあとの p
を自然に発音しやすくなるから。

⑶ 人名，地名，建物名など固有名詞を
表記する場合は，最初の文字を大文
字にする，ということを確認する。
また， ～ は，それぞれの地名や
建物名の読み方やそれがある場所な
どについて確認する。

 【福生（ふっさ）】
 東京都の西部にある市の名前。

⑷ ～ をヘボン式ローマ字で正しく
書き写させる。

⑸ 黒板に引いた 4線（または 1線）の上
に答えを書き，答え合わせをする。

指導
の手順

sushi sushiまたは



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

Tokyo

Akita Yuko

origami

yakisoba

Osaka

kendama

karate

Chiba

judo

ninja

Kyushu

furoshiki

shuriken

［記入例］

ヘボン式ローマ字で，自分の名前・日本の有名な地名・日本のものを表す語などを書けるようになろう。

大問 1・2を書かせる1

大問 3を書かせる2
⑴ ～ は人名・地名ではないので，
最初の文字も小文字で書く，という
ことに気付かせる。

⑵ 書き方が曖昧になりやすいところを
指摘しながら答え合わせをする。

p.22 のヘボン式ローマ字表を見ながら
自分の名前をローマ字で書かせる。

⑴ 姓→名の順で書くこと，それぞれの
最初の文字は大文字で書くことを伝
える。

⑵ 机間指導をしながら，まちがいがな
いか確認する。

【表記を迷いやすい例】

・「ゆうき」「ようこ」「りょう」など伸ば
す音が「う」の場合の表記はそれぞれ
「Yuki」「Yoko」「Ryo」となり，「u」
の文字は入れないのが一般的。

・「いいだ（飯田）」「いしい（石井）」など
伸ばす音が「い」の場合の表記はそれ
ぞれ「Iida」「Ishii」となり，「 i」の文
字を入れる。

・「おおた（太田）」「おおもり（大森）」
など伸ばす音が「お」の場合の表記は
3通りある。

 おおた：Ohta / Ota / Oota

 おおもり：Ohmori / Omori / Oomori

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・2 4 分

大問3（・4） 6 分

先生と答え合わせ 2 分

まとめ 1 分
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furoshiki



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

o

a

e a o

a

e

e

a e a

a o

oa a

Tokyo

Akita Yuko

origami

yakisoba

Osaka

kendama

karate

Chiba

judo

ninja

Kyushu

furoshiki

shuriken

［記入例］

アルファベットの「音
おと

読み」について理解し，a，e，oの3つの母
ぼ

音
いん

をマスターしよう。
あいさつ 1 分

音とつづりの関係
についての説明

3 分

大問1（・2） 7 分

先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分
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15

音とつづりの関係に
ついて説明する1

大問 1を進める（↓参照）2

⑴ 漢字に音読みと訓読みがあるように，
アルファベットの文字には「アルファ
ベット読み」と「音

おと

読み」があ る。

 例えば，aは[éi]と発音する場合と，
[æ]と発音する場合がある。

 【例】 [éi] … April（4月）

  [æ] … apple（リンゴ）

⑵ アルファベットの音は，母
ぼ

音
いん

（ア・イ・ウ・
エ・オに近い音）と子

し

音
いん

に分けられる。

 今回は母音のうちの a，e，oについ
て学習する。

指導
の手順

漢字                      アルファベット

読み」があ る。

板書のしかた

音オン
おと

ね

a アエイ

  母音    a  i  u  e  o
  子音

に分けられる。

板書のしかた

a  i  u  e  o  以外

担任の活動 児童の活動 DVD（ALTの発話）

本
時
の
め
あ
て

⑴ 本時のめあて（p. 25 では a，e，oであること）を確認する。
⑵ 児童に，ALTのあとについて声を出すよう指示する。
⑶ DVDを再生する。
⑷ 最後の音が終わったら，DVDを一時停止する。

・本時のめあてを確認する。

・ALTのあとについて声を出す。

Welcome to Phonics 1.  Today’s alphabet.
【 a 】[éi] ....  [æ] ... [æ] ... [æ] ....　　 〈★ ...は児童がくり返す部分〉
【 e 】[íː] ....  [e] ... [e] ... [e] ....
【 o 】[óu] ....  [ɑ] ... [ɑ] ... [ɑ] ....  Are you ready?

先
生
と
い
っ
し
ょ
に

⑴ 児童に，ALTのあとについて声を出すよう指示する。
⑵ DVDを再生し，机間指導をする。
⑶ 最後の出題が終ったらDVDを一時停止し，答え合わせをする。
① 黒板に 4線または1本線を書く。
② 児童にWhat alphabet?と問う。
③ 正解の文字を書く。

⑷ 本時のめあてである a，e，oについて，質問があるか確認する。

・ALTのあとについて声を出す。
・筆記用具を持ち，指示にした
がって問題に取り組む。

・答え合わせをする。

Let’s learn.
Number one.  Dog ....  D ... o ... g ... d ... o ... g ....  Please write.
Number two.  Cat ....  C ... a ... t ... c ... a ... t ....  Please write.
Number three.  Pen ....  P ... e ... n ... p ... e ... n ....  Please write.

   

ひ
と
り
で

   

ト
ラ
イ

⑴ 児童に，これ以降はALTは単語を ～ まで続けて発音する
ためそれが終ったら問題に取りかかるよう指示する。

⑵ DVDを再生し，机間指導をする。
⑶ DVDを一時停止し，児童に答えを記入させる。

・画面を見ながら発音を聞く。
・担任の指示にしたがって問題に
取り組む。

・答え合わせをする。

Let’s try.
Number four.  Map.  M, a, p.  Map.
　　〈省略〉
Number eight.  Ant.  A, n, t.  Ant.  Please try.

  

も
っ
と

  

チ
ャ
レ
ン
ジ

⑴「ひとりでトライ」と同様に進める。
⑵ 本時のめあての音について，より深く理解したかを確認する。

・「ひとりでトライ」と同様に進め
る。

・本時のめあての音について，よ
り深く理解したか振り返る。

Let’s challenge.
Number nine.  Lemon.   L, e, m, o, n.  Lemon.
　　〈省略〉
Number sixteen.  Japan.  J, a, p, a, n.  Japan.  Let’s challenge.

DVDの使い方



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

a

a e i a o

o i e

e

e a e i a

o i e a

母
ぼ

音
いん

a，e，i，oをマスターし，正しくつづれるようになろう。

前回学習したことを
復習する1

大問 1をさせる2
⑴ 指導書 p. 25 下段の「DVDの使い方」
にしたがって進める。

⑵ 机間指導をしながら，支援の必要な
児童に音とつづりの関係を説明しな
おす。

⑶ 答え合わせをする。[ i ]の音を「e」
と書く児童が多いので，注意して
チェックする。

⑴ アルファベットの文字には「アルファ
ベット読み」と「音

おと

読み」があること
を再確認する。

⑵ アルファベットの音には「母
ぼ

音
いん

」と「子
し

音
いん

」があることを再確認する。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 9 分

先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

  母音   「ア・イ・ウ・エ・オ」に近い音

板書のしかた

板書のしかた

a i u e o

a アエイ

fesh fish



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

a

a u o e u

e i u

o a a e o

u i a ue

a

a e i a o

o i e

e

e a e i a

o i e a

母
ぼ

音
いん

a，e，i，o，uをマスターし，正しくつづれるようになろう。
あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 9 分

先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

前回学習したことを
復習する1

大問 1をさせる2

a，e，i，oの発音を 1つずつ黒板に書
いて確認する。

a : hat

e : egg

i : fish

o : golf [gάlf]，corn [kɔːrn]

⑴ a，e，i，o，uの発音が終わったら
DVDを一時停止して，「u」の説明を
加える。

⑵ DVDを再生し，大問1を進める。

指導
の手順

uは単語によっては「ユー [ juː]」と発
音する場合もありますが，今回は「ア
[ʌ]」と発音するものを練習します。
antの「ア [æ]」とちがって，びっくり
したときの「アッ！」に近い音です。u
はびっくりの「アッ！」です。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

HAM

peach

TOMATO

cherry

ONION

kiwi

CHEESE

grapes

PIZZA

fruit

単語探しゲームに挑戦しながら，大文字・小文字を忘れないように確認しよう。

大問 1（・2）をさせる1

大問 3をさせる2

⑴ ～ の単語の意味を確認する。
⑵ ～ の単語をすべて大文字に書き
かえてから，右の単語探しをするよ
う指示する。

⑶ 児童の様子を見ながら一度手を止め
させ，友達と答え合わせをさせる。

★ 大問 2が終わっていなくても，時間
がきたら大問3に進む。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 4 分

友達とチェック 1 分

大問3 7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

⑴ 5 つの単語を，好きな場所に小文字
で埋めさせる。

⑵ 残ったマスに，任意のアルファベッ
トを小文字で入れて完成させる。

⑶ 友達と本を交換させて解かせる。

タテ，ヨコ，ナナメのどの向きに書
いても構いません
が，単語が途中で
曲がったり，右か
ら左に書いたりは
しないようにしま
しょう。

大問 1が終わった人は，大問 2に挑
戦してみてくださいね。

d c

o g a

t

w o c



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

b p

p

b bp p p

b p bb

b p b

HAM

peach

TOMATO

cherry

ONION

kiwi

CHEESE

grapes

PIZZA

fruit

アルファベットの「子
し

音
いん

」について理解し，子音 pと bをマスターし，正しくつづれるようになろう。
あいさつ・今回のめあて 2 分

「子
し

音
いん

ってどんな音？」 3 分

大問1（・2） 7 分

先生と答え合わせ 2 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

子音とは何かを説明する1

大問 1をさせる3

「子音ってどんな音？」を
児童と一緒に確認する2

⑴ アルファベットの中で，母
ぼ

音
いん

a，e，i，
o，u以外のものを子音という，とい
うことを説明する。

⑵ DVDで p，bの音を練習させる。

⑴ 日本語は，ローマ字表記を見るとわ
かるように「子音＋母音」で成り立っ
ている。

⑵ 英語は，子音のあとに母音が来ない
場合も多く，その場合の発音は子音

4 4

のみ
4 4

で終わる。

 【例】map（地図）
 日本語発音：mappu

 英語発音　：map

 日本語発音の最後にある「u」のよう
な母音を発音しないよう注意させる。

⑶ 児童に，担任のあとについて発音す
るよう指示する。

DVDにしたがって進める。

指導
の手順

　　　　子音　　母音
「カ」
「キ」
「ク」
「ケ」
「コ」

板書のしかた

k
k
k
k
k

a
i
u
e
o

1つの音が「子音+母音」で
成り立っている日本語とちがい，
英語は「子音」で終わることが
多いということに気付こう。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

m

g

g m g

n n n

nm

n g

m n g n n m gn m

子
し

音
いん

m，n，gをマスターし，正しくつづれるようになろう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 1をさせる3

「後ろにくる母音が決め手！」
を児童と一緒に確認する2

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

後ろにくる母
ぼ

音
いん

が決め手！ 2 分

大問1（・2） 8 分

先生と答え合わせ 2 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVDでm，n，gの音を練習させる。

DVDにしたがって進める。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

d t Kc t

tt t c q k

q t t d d d t

map mountain money net nine November

ten toilet triangle train dog dolphin

［解答例］

m

g

g m g

n n n

nm

n g

m n g n n m gn m

子
し

音
いん

t，d，c，k，qをマスターし，正しくつづれるようになろう。
あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・3） 7 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2（・3） 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2

DVDで t，d，c，k，qの音を練習させる。

⑴ 児童にm，n，t，dで始まる単語を
考えさせ，挙がってきたものを担任
が黒板に書く。

★ 指導書の解答例にない単語を児童が
挙げた場合に備えて，辞書を用意し
ておくとよい。

⑵ 黒板に書かれた単語を大問 2の解答
欄に書き写させる。

⑴  DVDにしたがって進める。
⑵  c，k，qはほぼ同じ音であるため，
それらのどれを使うかは，目でも（視
覚的にも）しっかり覚える必要がある，
ということを伝える。

指導
の手順



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

s

z s s z s y

z Jy y

j s j y

子
し

音
いん

s，z，j，yをマスターしよう。音を聞いて，何のアルファベットの音か認識できるか確認しよう。

本時のアルファベット
を確認する1

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・3） 7 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2・先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2

⑴ 出題する。

 sunny

 yellow

 gorilla

 butterfly

 jacket

 notebook

 dog

 baseball

 insect

 cat

⑵ 答え合わせをする。

［sʌni］晴れ

［jélou］黄色

［gərílə］ゴリラ

［bʌtərflai］チョウ

［dʒǽkit］ジャケット

［nóutbuk］ノート

［dɔ(ː )g］犬

［béisbɔːl］野球

［ínsekt］昆虫

［kǽt］ねこ

DVDにしたがって進める。

これからALTの先生が言う単語がど
ちらの音で始まっているかをよく聞
いて，正しいほうをマルで囲みましょ
う。2回ずつ言いますよ。

DVDで s，z，j，yの音を練習させる。



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

Japan

China

USA

Korea

India

Italy

UK

Canada

Brazil

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii

Jj Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr

Ss Tt Uu Vv Ww Xx Yy Zz

s

z s s z s y

z Jy y

j s j y

世界の国の名前を英語で読んだり書いたりしながら，できるようになったことを実感しよう。 あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・先生と答え合わせ 4 分

大問2・先生と答え合わせ 3 分

大問3・友達とチェック 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1をさせる1

大問 3をさせる3

時間が余ったら★

大問 2をさせる2

⑴ それぞれの国旗がどこの国のものか
を確認する（ページ内参照）。

⑵ 国名を表す単語と国旗を線で結ばせ
る。

⑶ 国名を英語で言いながら，口頭で答
え合わせをする。その際，アクセン
トの位置に注意する（ページ内参照）。

⑴ 国名は，最初の文字を必ず大文字で
書くことを意識させる。

⑵ 黒板に答えを書いて，答え合わせを
する。児童を前に出して書かせても
よい。

書き終わったら，近くの友達と本を交換
させ，お互いにチェックさせ合う。

下の ～ の国名・地名を黒板に書き，
どこを表しているかを考えさせる。

 France

 Nagoya

 London

 Egypt

 Russia

 Indonesia

 Singapore

 San Francisco

指導
の手順

4 線に合わせてきちんと書けている
か，読みにくい文字がないか，丁寧
にチェックしてあげましょう。気付
いたことはコメントを書いて
あげるといいですね。

ブラジル カナダ 日本 インド アメリカ イギリス 韓国 中国 イタリア

[dʒəpǽn]

[kǽnədə] [kəríːə] [ítəli] [índiə]

[brəzíl] [júːéséi] [tʃáinə] [júːkéi]

［frǽns］フランス

［nəgóujə］名古屋

［lʌndən］ロンドン

［íːdʒipt］エジプト

［rʌʃə］ロシア

［indəníːʒə］インドネシア

［síŋgəpɔːr］シンガポール

［sæn frənsískou］サンフランシスコ



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

f

f

h f f h

v h v f

v h v h

v

子
し

音
いん

f，v，hをマスターしよう。日本語にはない f，vの　　　　　　　　発音に慣れよう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
DVDにしたがって進める。

⑴ DVDにしたがって進める。　　　で
囲まれているほうの単語が 2回ずつ
読まれる。

 hat       fat

 bed       vet

 pot       hot

 pen       hen

 melon       lemon

 fit       hit

 not       hot

 cut       cat

⑵ 答え合わせをする。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・3） 7 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2・先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

⑴ fと hのちがいを確認する。

 【意識させたいこと】
 fと hは息だけで（声帯を使わずに）
出す音。下の例にように後ろに母音
がくれば「フォ」や「ハ」のような「声」
になるが，fや h単体では無声音。単
体での発音時に「フ」「ホ」と声を出さ
ないこと。

 fo  → フォ　　例）fox

 ha → ハ　　　例）hat

⑵ bと vのちがいを確認する。

  b  → 破裂音　例）box

  v  → 摩擦音　例）vet

[hǽt]

[mélən]

[béd] [pάt][fǽt]

[lémən] [fít] [nάt] [kʌt][hít] [hάt] [kǽt]

[vét] [hάt] [pén] [hén]

f : 上の前歯で下唇を軽く噛んで息だ
けを出す。声は出さない。

h : 息だけを出す。声は出さない。

（帽子）

（ベッド）

（ポット）

（ペン）

（メロン）

（適合する）

（～ない）

（切る）

（太った）

（獣医）

（熱い，暑い）

（雌
めん

鶏
どり

）

（レモン）

（打つ，ヒット）

（熱い，暑い）

（ねこ）



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

r

l

x w l r ww

r w w r

l w w xf

f

h f f h

v h v f

v h v h

v

子
し

音
いん

r，l，w，xをマスターしよう。日本語にはない r，lの発音に慣れよう。
あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 7 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2（・3） 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2

DVDで r，l，w，xの音を練習させる。
特に rと lのちがい（舌の位置）について，
絵を見ながらしっかり確認させる。

r : 舌を丸める。

l : 舌を上の前歯の裏につける。

指導
の手順

DVDにしたがって進める。

【特にまちがいやすい音】

答え合わせをしながら，1つずつ丁寧に
発音させる。

cou

caa

cow

car

[jélou] [réd] [píŋk] [(h)wáit] [gríːn] [blǽk] [góuld]



TIME SCHEDULE

NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

u a i o e

o

t

p

h

a

c

p

m

s i x

b a g

s

b

m

r

k

k

t

a

i

a

n

l

p da an

t ao tm o

単語を作るゲームに挑戦しながら，音とつづりの関係を理解できたか実感しよう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる3

「母
ぼ

音
いん

と子
し

音
いん

を確認しよう」
で音を確認する2

大問 3をさせる4
⑴ のみ全員で考え， ～ は各自で
挑戦させる。

⑵ 3 分経ったら黒板に引いた 4線（ま
たは 1線）の上に答えを書いて答え
合わせをする。児童を前に出して書
かせてもよい。

⑴ アルファベット，ローマ字，音とつづりの関係について一年間学習を続けてきたことを評価する。
⑵ 本書の序盤のページと現在のページを比較させ，上手に書けるようになったことを実感させる。
⑶ 児童から感想を聞き，次年度への学習意欲を高める。

児童全員とともに，それぞれどんな単語
になるかを絵を見て1つずつ確認しなが
ら進めていく。

aから zまで1文字ずつ，「アルファベッ
ト読み」と「音

おと

読み」をおさらいする。

児童全員とともに，それぞれどんな単語
になるかを絵を見て1つずつ確認しなが
ら進めていく。

指導
の手順

教師：Dog，d，o，g。空欄には oが
 入りましたね。ではdogの3文
 字のうち 1文字だけをかえて
 Dot，d，o，t。What alphabet?

児童：T!

教師：Yes. Next. Dotの3文字を 1
文字だけ変えて Pot，p，o，t。
What alphabet?

児童：P!

上の段の左からいきましょう。
[éi]---[æ]，[íː]---[e]，[áı]---[i]，
[óu]---[ɔ]，[júː]---[ʌ]。
この 5つは母音でしたね。では下の
段にいきます。[bíː]---[b]，…

上の段の左からいきましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 2 分

大問2 3 分

大問3 4 分

先生と答え合わせ 1 分

1年間のまとめ 3 分
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音読み
[b] [k] [d] [f] [g] [h] [dʒ] [k] [l] [m] [n] [p] [k] [r] [s] [t] [v] [w] [ks] [j] [z]

1 年間のまとめかた

[dɔ(ː)g]

[síks]

[bǽg]

[stάːr]

[bǽŋ k]

[mílk]

[pǽndə]

[təméitou]

[dάt]

[pάt]

[hάt]

[hǽt]

[kǽt]

[kǽp]

[mǽp]

[bʌs] [hǽnd] [píg] [pάt] [ég]

[æ] [e] [i] [ɑ] [ʌ]
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スポーツビンゴゲームをしながら，アルファベットを正しく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書いたり発音したりできるようになったことを実感しよう。

あいさつ・今回のめあて 1 分

単語の確認
ビンゴカードの作成

7 分

ビンゴゲーム 6 分

まとめ 1 分
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ビンゴで使用する
単語の発音を確認する1

ビンゴゲームをさせる3

ビンゴカードを
作成させる2

アクセントの位置に注意する。

tennis  [ténis]
table tennis  [téibl ténıs]
soccer [sάkər]
baseball  [béisbɔːl]
basketball  [bǽskitbɔːl]
dodgeball  [dάdʒbɔːl]
surfing  [səːrfi ŋ]
softball  [sɔːftbɔːl]
swimming  [swímiŋ]
running  [rʌniŋ]
bowling  [bóuliŋ]
skiing  [skíːiŋ]
badminton  [bǽdmintn]
kendo  [kéndou]

指導
の手順

⑴ の要領で，教室内を歩き回りなが
ら友達と楽しませる。

⑵ 全部で何方向にそろったかを確認し，
一番多かった児童がチャンピオンと
なる。

ビンゴカードに，上にある単語のうち 9
つをランダムに書き込ませる。

How many Bingos did you get?  

One?  Good!

Two? Great!!

Three?  You’re the champion!!

会話のはじめには“Hello.”，終わり
には “Good bye.”を忘れずに言いま
しょう。
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授業で親しんできた単語を読んでみよう。1文字ずつ音を足していくと何の単語かわかることに気付こう。

単語の読み方について
アドバイスをする1

友達と教え合いながら
単語をチェックさせる2

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 1 分

Let’s Try! 13 分

まとめ 1 分
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⑴ 上から順番ではなく，慣れ親しんで
いるカテゴリーから始めてもよい。

⑵ 長くて難しいと感じる単語でも，1
つ 1つの音を丁寧に足し算していく
ことで，何のことか理解できるはず
であると励ます。

【長い単語を読むとき】
asparagus

a   s   pa   ra   gu   s
ア ス   パ   ラ   ガ   ス　

アスパラガス！

すでに学習してきているので，音の
足し算が簡単にできる単語もありま
すね。ではまず，ふだん日本語でも
よく使う Foodsの単語を
チェックしてみましょう。

長い単語も，すべて 1つ 1つの音が
つながって出来ています。友達といっ
しょに丁寧に読んでいきましょう。

[pǽndə]

[bíː]

[kíːwi]

[dɔ(ː)g]

[bíːtl]

[ǽpl]

[píg]

[ǽnt]

[gréips]

[kǽt]

[təméitou]

[sάkər]

[réd]

[píːtsə]

[mɔ(ː)ɵ]

[bənǽnə]

[káu]

[gάːrlik]

[bǽskitbɔːl]

[blǽk]

[hάt dɔg]

[grǽshɑpər]

[ɔːrindʒ]

[kouάːlə]

[pətéitou]

[gάlf]

[pínk]

[hǽm]

[fáiərflai]

[píːtʃ]

[dʌk]

[ʌnjən]

[rʌgbi]

[jélou]

[sǽləd]

[hɔːrs]

[əspǽrəgəs]

[swímiŋ]

[pəːrpl]

[sǽndwitʃ]

[fάks]

[kǽrət]

[béisbɔːl]

[blúː]

[pάːstə]

[zíːbrə]

[kɔːrn]

[dʒúːdou]

[(h)wáit]

[kæŋgərúː]

[égplænt]

[bǽdmintn]

[góuld]

[láiən]

[pʌm(p)kin]

[kéndou]

[gríːn]
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Hello.  My name is Tsuboi Hideyuki.

I like lions.  I like soccer.

I don't like bees.  I don't like pink.

Nice to meet you.  Bye.

［作文例］

［作文例］

［作文例］

［作文例］

自己紹介の文を英語で書けるようになったことを実感しよう。友達と楽しく会話をしよう。
あいさつ・今回のめあて 1 分

大問1（自己紹介文の作成） 8 分

大問2（自己紹介） 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

自己紹介のしかたを
確認する1

クラスの友達と
お互いに自己紹介させる3

自己紹介文を作成し，
練習させる2

教室内を歩き回って，友達とお互いに自
己紹介をさせる。自己紹介が終わるたび
に，自分の本に相手の名前を書いてもら
うよう指示する。

⑴ 自己紹介文を作成させる。 や は，
p. 38 の語彙などを参考に，自分の好
きなものや苦手なものについて書か
せる。

⑵ 自己紹介文の作成が終わった児童に
は，声に出して練習するよう指示す
る。

指導
の手順

友達に会ったらまず，元気よく
Hello. と声をかけましょう。次に，
自分の名前です。大切な名前なので，
相手に聞き取りやすいようにゆっく
り言いましょう。好きなものや苦手
なものを伝えたら，最後はにこやか
に握手をして終えましょう。
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